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○議長（小林哲雄） 

認定第３号 決算認定について（下水道事業特別会計）の細部説明を担当課長に求

めます。 

上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

  認定第３号 決算認定について。地方自治法第２３３条、第３項の規定により、平

成２５年度開成町下水道事業特別会計歳入歳出決算書は、別冊のとおり、監査委員の

意見をつけて認定を求めます。平成２６年９月４日提出、開成町長、府川裕一。 

  別冊の平成２５年度開成町歳入歳出決算書の１９３ページをおめくりください。 

  下水道特別会計歳入歳出決算書、総額、歳入予算額、６億２，２６８万７，０００

円に対し、歳入決算額、５億８，９５２万１，６８０円。歳出、歳出予算現額、６億

２，２６８万７，０００円に対し、歳出決算額、５億７，２７９万６，４７４円。歳

入歳出差引額、１，６７２万５，２０６円、うち基金繰入金は０円でございます。 

  次のページをお願いいたします。決算書の歳入でございます。１款、分担金及び負

担金から、７款の町債まで、予算現額、６億２，２６８万７，０００円。調定額、５

億９，４２０万４，９２６円。歳入済額、５億８，９５２万１，６８０円。不納欠損

額、２８万４，００７円です。これは下水道使用料で、２４名、１０２基分でござい

ます。収入未済額、４３９万９，２３９円。予算現額と収入済額との比較でございま

すが、３，３１６万５，３２０円の減になります。前年度比にいたしまして、５．１％

の減でございます。 

  次のページをおめくりください。歳出でございます。１款の総務費から、５款の予

備費まで、歳出合計、予算現額、６億２，２６８万７，０００円。歳出済額、５億７，

２７９万６，４７４円。翌年度繰越額、３，０００万円。不用額は、１，９８９万５

２６円でございます。予算額と支出済額の比較でございますが、４，９８９万５２６

円。前年度比、２．１％の減でございます。これらの概要は、予算書の３３４、３３

５ページに概要を記載しております。 

  ３３５ページをお開きください。平成２５年度の下水道の整備面積は、３．５ヘク

タールでございます。整備区域面積は、２３５．４ヘクタールとなりました。事業認

可区域面積、３０１．４ヘクタールの内、整備率としましては、７８．１％ほどにな

ります。下水道管敷設延長は、１，４４７．６メーターです。敷設済み延長は、５万

５，９９６．６メーターとなります。処理区域は、２３０．１ヘクタールでございま

す。 

  続きまして、平成２５年度開成町歳入歳出決算事業別説明書により、説明をさせて

いただきます。 

  事業別説明書の６８ページをお開きください。決算書では、２００ページからとな

っております。 

  まず、歳入でございます。１款の分担金及び負担金の１目、受益者負担金でござい

ますが、現年度分は調定額３２０件。収納件数３０８件。未収件数１２件で、収納率
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は９７．１％となります。前年度より、１，２８５万円、４９．２％の減となりまし

た。滞納繰越分は、調定額８０件、収納件数７件、不納欠損０件、未収納は７３件と

なっております。 

  ２款の使用料及び手数料でございます。１目の下水道使用料の現年度分。前年度よ

りも６２８万２，０００円、３．８％の減でございます。調定件数が、２万７，０５

５件。収納件数、２万６，７４８件。未収件数が３０７件で、収納率は９９．３％で

ございました。滞納繰越分は、調定件数が７７１件。収納件数が７１６件。未収件数

が３５５件でございます。不納欠損処分は１０２件行っております。収納率は３０．

１％でございます。 

  続きまして、２項、１目の下水道手数料です。宅地内排水設備工事指定工事店の更

新にかかわる手数料でございます。前年度よりも４８件増え、２７万２，０００円の

増でございます。内訳としましては、新規が１０件、更新が６５件、再交付４件の７

９件になります。 

  続きまして、宅地内排水設備工事責任技術者の更新にかかわる手数料です。前年度

より７９件増え、１７万７，０００円の増となりました。内訳としましては、新規が

２５件、更新が６５件の９０件となります。そのほか、各種諸証明等にかかわる手数

料が１７１件分となっております。 

  続きまして、３項の国庫支出金、１目、下水道事業国庫補助金は、公共下水道事業

費補助金としまして、５，３２０万円です。社会資本整備総合交付金国庫補助対象事

業、１億６４０万円の２分の１の補助となっております。前年度よりも７，５００万

円、約１２．４％の減となりました。 

  続きまして、４款の繰入金です。１目の一般会計繰入金は２億４，０００万円でご

ざいます。前年度に比べ、１，９００万円の減となりました。 

  ５款の繰越金。決算書は２０２ページになりますが、前年度繰越金が３，６０５万

８，４４７円でございました。 

  ６款、諸収入は、県広域下水道事業団の分担金です。予算の範囲内で、３市４町に

交付されたものでございます。前年度より６４万４，０００円の減となりました。 

  ほかに、酒匂川流域下水道建設費負担金の返戻金としまして、４１４万９，０００

円です。これは、平成２５年３月１９日、３市７町で締結しました、酒匂川流域下水

道の建設費負担金にかかる市町負担金の精算に関する覚書に基づき、昭和４８年から

平成１８年までに町が負担しました酒匂川流域下水道の建設等に要した費用を精算

いたしまして、返戻されたものでございます。 

  あと、下水道協力金、４１万４，１４６円。これは、牛島、宮台地内の市街化調整

区域にお住まいの２名の方の、受益者負担金にかわるものでございます。 

  ７款、町債でございます。町債は、内容欄の公共下水道事業債と地方公共団体金融

機関から１件、５，６７０万円の借り入れを行っております。前年度よりも４１０万

円、６．７％の減となりました。 

  その下、流域下水道債です。これは、地方公共団体金融機関から２件、通常分で３
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０万円。臨時処置分として１０万円の借り入れを行いました。前年度より８１０万円、

９５．３％の減でございます。その下、特別処置分は、さがみ信用金庫の１件で、２，

５００万円を借り入れたものです。町債合計としましては、８，２１０万円の借り入

れを行いました。前年度よりも１，２２０万円の減となります。 

続きまして、次のページ、７０ページをお願いいたします。歳出でございます。決

算書は２０４ページからになります。 

１款、総務費、１項、下水道総務、１目、一般管理費です。下水道運営審議会にか

かわる費用でございます。平成２５年度は運営審議会を３回開催されております。主

に下水道使用料改定の審議を行いました。また、委託料では前年度、工事を実施しま

した箇所の台帳の補正や、下水道使用料の徴収として年間２万７，０５５件の徴収に

ついて、水道企業会計への委託など、下水道事業を行っております。 

  ２目、施設管理費です。汚水流量の多い特定事業所、４件の水質検査委託、流量計

の保守点検、マンホール式ポンプの保守点検、管路の点検業務委託や流量計更新工事

を実施しております。下水道事業の施設の維持管理を行いまして、前年度より７４５

万５，０００円、約２６６％の増となっております。 

  続きまして、公共下水道事業費です。決算書は２０６ページになります。主に南部

地区土地区画整理区域内を中心に、７件の敷設工事と公共下水道事業実施計画業務の

委託、酒匂川河川区域下水道整備の許可申請図書の作成委託の２件を実施しておりま

す。管路延長等としましては、１，４４７．６メーター。整備面積が３．５ヘクター

ルの下水道整備事業を行いました。前年度よりも２，００１万円、１２．６％の減と

なっております。さらに、１件の下水道工事に伴う、こちらの水道管の補償を行って

おります。 

  ３款の流域下水道事業費では、建設費負担金につきましては、箱根町が加わった３

市７町による、流域下水の建設費の負担金であります。昨年に比べまして、８２９万

円の減となりました。維持管理負担金では、３市６町による負担金で、平成２５年度

の計画汚水量と平成２３年度分の実質的有収水量の精算分の汚水処理としまして、昨

年に比べまして６７７万９，０００円の増となりました。流域下水道事業費としまし

て、全体では前年度に比べまして、１５１万８，０００円、１．７％の減でございま

す。 

続きまして、４款、公債費、平成２５年度当初、１５１件の下水道事業債、３２億

５，４３２万円に対する元金返済を行っております。前年度よりも７７万４，０００

円、０．３％の減となりました。 

  続きまして、下水道事業債、その下ですけれども、利子としまして下水道事業債の

３２億５，４３２万円の利子返済を行っております。前年度よりも５２８万２，００

０円、６．１％の減となりました。 

  平成２５年度下水道事業債は、３１億５４４万９，９７０円となります。これらは、

決算書の３４８ページと３６０ページから３７５ページに記載をしております。すみ

ません、後でご覧になっていただきたいと思っております。 
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  あと最後に、事業別説明書の終わりに資料３としまして、平成２５年度の工事箇所

の位置図を添付しております。平成２５年度に実施しました工事の箇所で、箇所名、

口径、延長、金額等を表示してあります。後ほど、ご覧になってください。 

  恐れ入りますが、再び決算書の２１０ページをお開きください。収支に関する調書

でございます。１、歳入総額、５億８，９５２万１，０００円に、歳出総額、５億７，

２７９万６，０００円。３、歳入歳出差引額、１，６７２万５，０００円。４、翌年

度へ繰り越すべき財源は０円でございます。実質収支は、１，６７２万５，０００円

でございます。実質収支のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入金

は０円でございます。 

  以上で説明を終わりにします。 

○議長（小林哲雄） 

  認定第３号 決算認定について（下水道事業特別会計）の細部説明を終了いたしま

す。 

   

 

 


